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発明の効果 
 Ｎｂ3Ｓｎの高磁場特性を改良するため、Ｓｎ濃度を容易に上げることができる内部Ｓｎ拡散法、ＭＪＲ法、

粉末法等が研究されてきたが、ｎ値の高い線材が得られず、現実のＮＭＲスペクトロメーターではもっぱ
ら限界までＳｎ濃度を高めたブロンズを使った線材が使われてきた。本発明のＮｂ3Ｓｎ極細多芯超伝導
線の製造方法によれば、高磁場下でのｏｖｅｒａｌｌ  ＪＣを改善し、特に、好適な形態では２０Ｔ近傍のｏｖｅｒａｌｌ  
ＪＣを３～４倍程度向上し、しかも、ｎ値はブロンズ法による超伝導線材と同程度が期待できるＮｂ3Ｓｎ極
細多芯超伝導線を提供することができるため、高性能のＭＭＲスペクトロメーターを製造することができ
る。 
  また、ブロンズ法と比較した場合、ＡｇをＣｕの代わりに使っているので、原料コストは高くなるが、Ｎｂの
価格はＡｇと同程度である。このため、むしろＡｇを使ってｏｖｅｒａｌｌ  ＪＣが向上（好適形態では３倍程度向

上）したことにより、線材使用量が低下（好適形態では１／３程度に低下）する効果が得られるので、ＮＭ
Ｒスペクトロメーターの製造コストを引き下げることが可能である。特に、ｏｖｅｒａｌｌ  ＪＣが３倍程度向上する
好適な形態では、ＮＭＲスペクトロメーターの製造コストを大幅に引き下げることができる。 

 本発明によれば、従来のブロンズ法等に代わる新たな手法によりＮｂ3Ｓｎ超伝導線を提供でき、ＮＭＲ
スペクトロメーター用超伝導マグネットの高磁界発生部等にこのＮｂ3Ｓｎ超伝導線を使用できる。また、ブ

ロンズ法等の従来法よりも高磁場特性が優れている線材を供給することも可能であることから、従来、不
可能であった２２～２４Ｔの永久電流モードでの超伝導マグネット運転を可能とする。なお、超高磁場ＮＭ
Ｒスペクトロメーターは、ポストゲノム計画で重要な、蛋白質の高次構造を決定する上で、決定的役割を
担うため、本発明がキ－テクノロジ－となり得る。また、本発明により供給できる線材は、ＮＭＲスペクトロ
メーター用に最も適しているが、高磁場発生用途に従来のＮｂ3Ｓｎ線材と比べ一般的に適しているので、
高磁場エネルギー貯蔵、高磁場ＭＲＩ、核融合炉、高磁場ダイポールマグネット等の用途にも適している。 
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【解決手段】 
Ｓｎ濃度９．３５～２２．８５ａｔ％のＡｇ－Ｓｎ合金のマ
トリックス材に複数のＮｂ芯材を組み込んだ複合体
棒を作製し、次いで、該複合体棒を３５０～４９０℃
の中間焼鈍を入れながら押し出し加工および／ま
たは伸線加工し、しかる後、５００～９００℃で加熱
処理することにより、Ｎｂ3Ｓｎフィラメントを生成する
ことで、Ｎｂ3Ｓｎ極細多芯超伝導線を製造する。 

【課題】 
Ａｇ－Ｓｎ合金を用いて、高い値のＪＣ値を有するＮｂ3Ｓｎ線材を得る。 

産業上の利用可能性 
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